
令和３年地価調査の概要 

 

１ 全国の状況（参考資料Ｐ１） 

（１）全国平均（住宅地・商業地・全用途平均） 

        住宅地は下落率が縮小、商業地は下落率が拡大した。 

全用途平均は下落率が縮小した。 

    

 

（２）三大都市圏（住宅地・商業地・全用途平均） 

    住宅地は下落から横ばいとなり、商業地は上昇率が縮小、 

全用途平均は横ばいから上昇となった。 

 

 

  （３）地方圏（住宅地・商業地・全用途平均） 

    住宅地は下落率が縮小し、商業地は下落率が拡大した。 

全用途平均は下落率が縮小した。 

 

２ 県内の状況 

（１） 概況（参考資料Ｐ１、４、５） 

富山県の地価平均変動率は全用途平均で▲０．５％の下落となり、平成５年から２９年

連続でマイナスとなった。 

住宅地、商業地ともに下落率は前年同率となった。 

 

 

 （２）特徴（参考資料Ｐ２、４、５、12、16～19） 

①住宅地 今回の県平均変動率は▲０．５％で、平成１０年から２４年連続の下落となり、 

下落率は前年同率となった。富山市（６年連続）、舟橋村（８年連続）が上昇とな 

り、その他の市町では下落となった。 

富山市では、上昇地点が昨年より３地点減り１０地点（R２：１３地点）となり、

平均変動率は前年同率となった（０．１％→０．１％）。横ばい地点は３８地点（R

２：３１地点）となり、５５調査地点の約８７％が上昇か横ばいとなった。富山

駅周辺整備による南北自由通路の開通、LRT の南北接続によって利便性が向上し

ている地域や、市街中心部周辺の居住環境や生活利便性が良い地域では需要が堅

調であることから、上昇が継続している。 

     高岡市では、下落率は縮小した（▲１．２％→▲１．０％）。上昇地点はなく、

横ばい地点が５地点（R２：４地点）で２５調査地点の２０％となっている。高齢

化進行の旧市街地、分譲時期の古い団地等で下落傾向が続いている。 

 

 

三大都市圏   R2    R3 

住宅地    ▲0.3% ⇒ 0.0% 

商業地      0.7% ⇒ 0.1% 

全用途      0.0% ⇒ 0.1% 

地方圏       R2        R3 

住宅地   ▲0.9% ⇒ ▲0.7% 

商業地   ▲0.6% ⇒ ▲0.7% 

全用途   ▲0.8% ⇒ ▲0.6% 

富山県       R2    R3 

住宅地   ▲0.5% ⇒ ▲0.5% 

商業地   ▲0.4% ⇒ ▲0.4% 

全用途   ▲0.5% ⇒ ▲0.5% 

 

全国平均    R2    R3 

住宅地    ▲0.7% ⇒ ▲0.5% 

商業地    ▲0.3% ⇒ ▲0.5% 

全用途    ▲0.6% ⇒ ▲0.4% 



②商業地 今回の県平均変動率は▲０．４％となり、下落率は前年同率となった。富山市

が８年連続の上昇となり、その他の市町では下落となった。 

富山市では、上昇地点が１１地点（R２：１０地点）となり、平均変動率は昨年

より上昇した（０．４％→０．５％）。横ばい地点が１３地点（R２：１４地点）

となり、継続２８調査地点のうち、約８６％が上昇か横ばいとなった。ホテルや

商業施設の建設が進む富山駅周辺や再開発が進められている市内電車環状線の沿

線の商業地を中心に店舗、マンション等の需要が高く、上昇が継続している。 

高岡市では、下落が継続し（▲１．２％→▲１．３％）、横ばい地点は、１３ 

調査地点のうち３地点（R２：３地点）となった。 

富山市以外で上昇地点はなく、下落は既成市街地の商業地域に多く見られ、幹

線道路沿線の商業地域は横ばい傾向にある。 

 

（３）上昇率高順位地点（参考資料Ｐ６～７、12～13） 

 地価上昇地点は２２地点（R２：２５地点）であった。最も大きい上昇率を示したのは、

富山市神通本町の商業地（３．９％）であった。上昇した２２地点の内訳は、住宅地１１

地点（R２：１５地点）、商業地１１地点（R２：１０地点）であった。   

 また、変動率０.０％を示したのは、昨年の９０地点から１１地点増えて、１０１地点で

あった。 

     ※ 変動率０.０％地点の内訳（R2:９０地点→R3：１０１地点） 

        住宅地 ６０地点→７０地点、宅地見込地 ２地点→２地点 

 商業地 ２４地点→２５地点、工業地   ４地点→４地点 

 林地   ０→ ０地点 
 

 （４）下落率高順位地点（参考資料Ｐ６、８） 

 調査地点のなかで最も大きい下落率を示したのは、富山市中央通りの商業地（▲３．０％）

であった。 

10位までの内訳は、住宅地６地点、宅地見込地１地点、商業地３地点であった。 

 

 （５）価格高順位地点（参考資料Ｐ９～11） 

     ① 住宅地で最も高い価格となった地点は、富山市舟橋南町（１７年連続）で、 

１２０，０００円/㎡（変動率１．７％）であった。 

※平成１７年に近隣地で選定替えのため、実質的には３３年連続の１位 

 

② 商業地で最も高い価格となった地点は、富山市桜町２丁目（３０年連続）で、 

５３０，０００円/㎡（変動率１．５％）であった。 

 

 （６）地価公示・地価調査の共通調査地点の変動率（参考資料Ｐ14） 

 地価公示と地価調査との共通調査地点の昨年後半（７～１２月）と今年前半（１～６月）

の平均変動率をみると、住宅地では、０．１％と０．２％、商業地では、０．０％と     

▲０．１％となった。 


